
 

一般入試 過去問題 [前年度] 

2025年度入試用 



フフェェリリスス女女学学院院大大学学  22002244 年年度度一一般般入入学学試試験験問問題題  

【【英英  語語】】  11～～1133 ペペーージジ  

Ａ日程  

Ｂ日程  

Ｃ日程  
 

【【世世界界史史】】  1144～～2288 ペペーージジ  

Ａ日程  

Ｂ日程  
 

【【日日本本史史】】  2299～～3366 ペペーージジ  

Ａ日程  

Ｂ日程  

【【小小論論文文】】  3377～～4411 ペペーージジ  

Ｃ日程 文学部英語英米文学科 

文学部日本語日本文学科 

国際交流学部国際交流学科 

音楽学部音楽芸術学科 

【【国国  語語】】  4466～～6699 ペペーージジ  

Ａ日程  

Ｂ日程  

Ｃ日程  

 

 



フフェェリリスス女女学学院院大大学学  22002244 年年度度一一般般入入学学試試験験問問題題  

【【英英  語語】】  11～～1133 ペペーージジ  

Ａ日程  

Ｂ日程  

Ｃ日程  
 

【【世世界界史史】】  1144～～2288 ペペーージジ  

Ａ日程  

Ｂ日程  
 

【【日日本本史史】】  2299～～3366 ペペーージジ  

Ａ日程  

Ｂ日程  

【【小小論論文文】】  3377～～4411 ペペーージジ  

Ｃ日程 文学部英語英米文学科 

文学部日本語日本文学科 

国際交流学部国際交流学科 

音楽学部音楽芸術学科 

【【国国  語語】】  4466～～6699 ペペーージジ  

Ａ日程  

Ｂ日程  

Ｃ日程  

 

 

- 1 -



- 2 -



- 3 -



- 4 -



- 5 -



- 6 -



- 7 -



- 8 -



- 9 -



- 10 -



- 11 -



- 12 -



- 13 -



- 14 -



- 15 -



- 16 -



- 17 -



- 18 -



- 19 -



- 20 -



- 21 -



- 22 -



- 23 -



- 24 -



- 25 -



- 26 -



- 27 -



- 28 -



- 29 -



- 30 -



- 31 -



- 32 -



- 33 -



- 34 -



- 35 -



- 36 -



- 37 -



- 38 -



- 39 -



- 40 -



- 41 -



2024 年度 フェリス女学院大学 一般入試（B日程） 
英語（解答例） 

【1】
(1) 

彼女は英語を流暢に話すことはでき

なかったが、ある程度は話すことがで

きたので、言葉を読み上げて、世界中

から来た人々に物語を話すことがで

きた。

 (2) 空が青白くなって、自分は地面に倒

れ、意識を失ったという原爆が落ちた

時の記憶。

 (3) world leaders 
 (4) 

(イ) 4 
 (ロ) 3 

(ハ) 4 
 (5) 

1 ×

2 ×

3 ×

4 ×

5 ×

6 〇

7 〇

8 〇

【2】
1. 

(1) 1 
(2) 1 
(3) 2 
(4) 4 
(5) 2 

2. 
a 3 
b 1 
c 2 
d 3 
e 4 

【3】
(1) 4 
(2) 3 
(3) 2 
(4) 4 
(5) 1 
(6) 3 
(7) 4 
(8) 2 
(9) 1 
(10) 4 

【4-A】 テーマについての英作文のため解答例は

なし

【4-B】

1 a day passes without 
2 ten minutes before the train left 
3 Despite the heavy traffic 
4 All I know is that 
 （別解）All that I know is 
5 middle of difficulty lies 

2024 年度 フェリス女学院大学 一般入試（A日程） 
1 月 27 日 英語（解答例） 

【1】
(1) 

我々のこどもたちが、地球上に住む

人々のためにそれがうまく機能する

ようにする方法を見つけ出すであろ

うことは、経験が物語っている。

 (2) 
(ア) 2 

 (イ) 4 
(ウ) 1 

 (3) 
1 ×

2 〇

3 ×

4 ×

5 〇

6 〇

7 ×

8 ×

【2】
(1) 

(ア) 1 
(イ) 1 
(ウ) 3 
(エ) 2 
(オ) 4 

(2) 
a 3 
b 1 
c 2 
d 4 
e 3 

【3】
(1) 4 
(2) 2 
(3) 2 
(4) 1 
(5) 4 
(6) 2 
(7) 1 
(8) 3 
(9) 3 
(10) 4 

【4-A】 テーマについての英作文のため解答例は

なし

【4-B】

1 me a detailed explanation 
2 the primary factor behind 
3 tree which fell in the 
4 do all that they 
5 has been due to the worldwide increase 
  (2 つの別解) 

has been due to the increase worldwide 
        has been worldwide due to the increase 

2024 年度 フェリス女学院大学 一般入試（C日程） 
英語（解答例） 

【1】
(1) 

彼らはいつも両親が子どもたちにも

っとアラビア語で話しかけてくれた

らアラビア語がわかるようになるの

にと望んでいた。

 (2) （英語だけでなく）ベトナム語（も使え

るようになったこと）

 (3) 
  (い) ２

 (4) 
(イ) 4 

 (ロ) 4 
(ハ) 3 

 (5) 
1 〇

2 ×

3 ×

4 〇

5 ×

6 〇

7 〇

8 ×

【2】
1. 

(1) 3 
(2) 1 
(3) 4 
(4) 1 
(5) 3 

2. 
a 3 
b 2 
c 3 
d 1 
e 3 

【3】
(1) 1 
(2) 3 
(3) 3 
(4) 2 
(5) 4 
(6) 1 
(7) 2 
(8) 1 
(9) 1 
(10) 3 

【4-A】 テーマについての英作文のため解答例は

なし

【4-B】

1 inconvenience it may cause 
2 wonder what makes you 
3 difficult life may seem 
4 wouldn’t be who we are 
5 be bothered to go shopping 

2024 年度 フェリス女学院大学 一般入試（A日程） 
1 月 28 日 英語（解答例） 

【1】
(1) ジェシカ先生は、自分の生徒たちが、こ

のような困難な時期にある人々を落ち

着かせるのに必要な魔法の言葉をひょ

っとしたら持っているかもしれない、と

思った。

 (2) 
(ア) 2 

 (イ) 3 
(ウ) 1 

(3)  
1 〇

2 ×

3 〇

4 ×

5 〇

6 ×

7 ×

8 ×

【2】
(1) 

(ア) 4 
(イ) 1 
(ウ) 3 
(エ) 3 
(オ) 2 

(2) 
a 3 
b 4 
c 2 
d 1 
e 2 

【3】
(1) 1 
(2) 3 
(3) 1 
(4) 2 
(5) 4 
(6) 3 
(7) 4 
(8) 1 
(9) 4 
(10) 2 

【4-A】 テーマについての英作文のため解答例は

なし

【4-B】

1 going to inherit all 
2 a jacket to go with this 
3 that can happen to 
4 me a while to learn to use 
5 inform the staff of your name 
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2024 年度 フェリス女学院大学 一般入試（Ｂ日程） 
世界史（解答例） 

【1】
問 1 

あ 東方、レヴァント

い オスマン

問 2 イ

問 3 エ

問 4 ２１５４３

問 5 ウ

問 6 イ

問 7 イ

問 4 ウ

【2】
問 1 
  あ ドンズー、東遊

  い 阮

問 2 イ

問 3 ウ

問 4 イ

問 5 エ

問 6 ア

問 7 ウ

問 8 ウ

【3】
問 1 

あ ヴェルサイユ

い ナポレオン、民

 問 2 ウ

 問 3 エ

 問 4 イ

 問 5 イ

 問 6 ア

 問 7 エ

 問 8 イ

【4】
問 1 

あ マーストリヒト

い ユーロ

問 2 ウ

問 3 ア

問 4 エ

問 5 エ

問 6 イ

問 7 エ

問 8 ア

2024 年度 フェリス女学院大学 一般入試（A日程） 
1 月 27 日 世界史（解答例） 

【1】
問 1 

あ キエフ

い ツァーリ

問 2 イ

問 3 エ

問 4 ４２３１

問 5 イ

問 6 ウ

問 7 エ

問 4 イ

【2】
問 1 
  あ 人民共和国

  い 台湾

問 2 イ

問 3 ウ

問 4 ア

問 5 エ

問 6 ア

問 7 イ

問 8 ２３１４５

【3】
問 1 

あ 植民地

い アフリカ

 問 2 ア

 問 3 イ

 問 4 ウ

 問 5 イ

 問 6 エ

 問 7 ウ

 問 8 ア

【4】
問 1 

あ マッカーシズム

い 公民権

問 2 エ

問 3 ウ

問 4 ウ

問 5 イ

問 6 イ

問 7 イ

問 8 ウ

2024 年度 フェリス女学院大学 一般入試（A日程） 
1 月 28 日 世界史（解答例） 

【1】
問 1 

あ ユトレヒト同盟

い ウィレム、オラニエ公ウィレム、

  ウィレム 3 世、ウィリアム 3 世

問 2 エ

問 3 ア

問 4 ２１３５４

問 5 イ

問 6 ウ

問 7 イ

問 8 ア

【2】
問 1 
  あ 日中

  い ポーツマス

問 2 ウ

問 3 エ

問 4 ウ

問 5 ア

問 6 エ

問 7 ウ

問 8 イ

【3】
問 1 

あ シベリア

い ヴィルヘルム２

 問 2 ア

 問 3 エ

 問 4 ア

 問 5 イ

 問 6 エ

 問 7 ア

 問 8 エ

【4】
問 1 

あ ラダイト

い チャーティスト、チャーチスト

問 2 エ

問 3 ア

問 4 エ

問 5 ア

問 6 エ

問 7 エ

問 8 イ
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2024 年度 フェリス女学院大学 一般入試（Ｂ日程） 
日本史（解答例） 

【1】
問 1 

A 百済

B 蘇我

C 国分寺建立、国分寺・国分尼寺建立

D 平泉

E 藩校、藩学

F 吉田松陰

問 2 イ

問 3 イ

問 4 エ

問 5 ウ

【2】
問 1 

A 大韓帝国、韓国

B 日比谷焼打ち

C 立憲政友会

D 尚泰

E 沖縄

F 千島

G 慶喜

H 西郷隆盛

I 奥羽越列藩

J 五稜郭

K 関税自主

  L 日英通商航海

問 2 
  a ウ

   b オ

問 3 ポーツマス条約、ポーツマス講和条約

問 4 エ

問 5 ア

問 6 ウ

問 7 ③ → ② → ④ → ①

【3】 

問 1 
A 治安維持

B シーメンス、ジーメンス

C 日本美術院

D 東京

E スターリン

F ヤルタ

G  日ソ中立

H  長崎

I   主権在民、国民主権

J  地方自治

K  警察予備

L  自衛

M  韓国併合、日韓併合

問 2 
   a オ

   b イ

問 3 普通選挙法で納税資格制限を撤廃し、満

２５歳以上の男性に選挙権を認めたか

ら。

問 4 ウ

問 5 エ

問 6 ア

2024 年度 フェリス女学院大学 一般入試（A日程） 
1 月 27 日 日本史（解答例） 

【1】
問 1 

A 摂政

B 藤原基経

C 後醍醐

D 足利高氏（尊氏）

E 宗

F 倭館

問 2 ウ

問 3 ア

問 4 イ

問 5 ア

【2】
問 1 

A 日米和親、神奈川

B ハリス

C 地券、壬申地券

D 地租改正

E 一揆、地租改正反対一揆

F 漸次立憲政体樹立、立憲政体樹立

G 元老院

H 大審院

I 地方官会議

J 足尾鉱毒、足尾銅山鉱毒

K 田中正造 

L 三国同盟

M 三国協商

問 2 ウ

問 3 エ

問 4 イ

問 5 エ

問 6 ウ

問 7 ア

問 8 ウ

【3】 

問 1 
A ワシントン

B ロンドン

C 皇道

D 斎藤実

E サンフランシスコ

F 日米安全保障

G 水俣 

H 革新 

I  中曽根康弘 

J 消費 

問 2 イ

問 3 
  A 群 ウ

  B 群 ア

  C 群 イ

問 4 ア  
問 5 エ

問 6 ソ連などの社会主義国を除いて講和す

ること。

問 7 戦後

問 8 高度経済成長

問 9 ウ

2024 年度 フェリス女学院大学 一般入試（A日程） 
1 月 28 日 日本史（解答例） 

【1】
問 1 

A 勘解由使

B 健児、健児の制

C 土倉

D 段銭

E 徳川家綱

F 明暦

問 2 ア

問 3 ウ

問 4 エ

問 5 ア

【2】
問 1 

A ペリー

B プチャーチン、プゥチャーチン

C 戊辰

D 明治

E 一世一元

F 北海道

G 開拓使

H 屯田兵

I 労働組合期成

J 治安警察 

K 工場

L 大戦景気

M 成金

問 2 イ

問 3 イ

問 4 ウ

問 5 ア

問 6 イ

問 7 ア

問 8 ウ

【3】 

問 1 
A 鈴木商店

B 関東大震災

C 犬養毅

D 軍部大臣現役武官

E 国家総動員

F 大政翼賛

G 鳩山一郎 

H 日韓基本 

I 田中角栄 

J 貿易摩擦 

問 2  ウ
問 3   

A 群 イ

B 群 ア

C 群 ウ

問 4 護憲三派内閣

問 5 憲政

問 6 エ

問 7 軍需生産の増大に向け、資金や物資を

集中させるため。

 問 8 イ

 問 9 イ
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2024 年度 フェリス女学院大学 一般入学試験 C日程 
音楽学部 音楽芸術学科 小論文（出題意図） 

 

 

音楽芸術学科の一般入学試験では、英語や国語で選考を行う試験のほか、小論文で選考を

行う試験も実施している。 

推薦入学試験同様、一般入学試験の小論文についても、本学で学ぶ上で必要となる基礎的

能力を以下の 4点から確認することを目的に出題している。 

 

（1）文章を読んで、その要旨を理解することのできる読解力を持っているか 

（2）さまざまな文化的な事象に対して、独自の考えを持っているか 

（3）自分の考えを文章で表現する際に、論理的に書くことができるか 

（4）文章を書く際に、文法、漢字、表現を適切に用いることができるか 

 

これらを確認するために、本学科の入試問題は以下のような問題構成をとっている。課題

文として、今回は音楽をテーマとしたものであったが、音楽に限定せず、さまざまなテー

マの文章を読み、第 1問では文章の要旨を簡潔にまとめ、第 2問では課題文を踏まえて自

分の考えを論じることが求められる。 

 

評価にあたっては、それぞれの問題について 

 

（a）依拠性：課題文の内容を理解して文章が書かれているか 

（b）独自性：独自の工夫をしながら文章を要約したり、独自の視点を持って意見を述べ

ることができているか 

（c）論理性：論理的な構成を持って文章を書くことができているか 

（d）日本語運用能力：正しい日本語で文章を書くことができているか 

 

という 4つの点から採点し、上述した 4つの基礎的能力を持っているかを評価している。 

2024 年度 フェリス女学院大学 一般入学試験 C日程 
小論文 出題の意図 

【文学部英語英米文学科】 

イギリス・アメリカ・英語に関する短めの文章（日本語）について、 

（1）それを理解し過不足なく適切に要約すること、 

（2）自分の意見やその根拠を述べること、 

（3）正確な日本語で自分の考えを明確に伝えること、 

がそれぞれできるかどうかを評価するための問題を作成した。 

文章は文学・現代英米社会・英語運用という複数のテーマで用意し、受験者が得意な分野で力を発揮できる

ようにした。 

 

【文学部日本語日本文学科】 

・現在前景化されている社会・文化事象について、日頃関心を持っているかどうかをみる。 

・選択したテーマについて、どれほどの情報を持っているかをみる。 

・論理的筋道をたどって、明確な結論を示しているかどうかをみる。 

・日本語を適切に用いた表現・表記であるとともに、原稿用紙の使い方を守っているかどうかをみる。 

 

全体として所謂「国語」の力を見る問題ではなく、客観的な材料をもとに論理的な展開をし、説得力のある

論が展開できるかを問う。 

 

【国際交流学部国際交流学科】 

本試験では、時事的なテーマに関する問題文を読み、その論点を要約したうえで自分の考えを論述する。問

題文の内容は本学科の特徴を反映したものであるが、高校での学習レベルを充分に配慮しているため、高度

な専門知識を要求するものではない。本試験で特に重視されるのは次の二点である。 

第一に、特定のテーマについて相反する立場（肯定／否定など）から書かれた二つの文章を読み、それぞれ

の論点を正しく要約すること。大学における学びの目的の一つは、これまでに刷り込まれてしまった思い込

み、社会に広まっている偏見、自身の経験だけに基づく一方的なものの見方を相対化し修正していくことに

ある。そこで本試験では、問題文の内容を正しく理解し、その文中で述べられていないことを思い込みで記

述することなく、的確に要約できているかを確認する。 

第二に、上で要約した論点を踏まえて自分の考えを論理的に述べること。大学の学びにおいて必要となるの

は、授業の説明や資料の内容を鵜呑みにすることではなく、適切な用語や概念を駆使してそれらを批評し、

自分の考えを論理的に示すことである。そのため、本試験では、問題文の内容を正しく理解するだけでな

く、それを踏まえて自分の考えを論述できているかを確認する。 

以上の二点の力が備わっている受験生は、本学科に入学した後も、深い探究をすることができるだろう。 
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二 〇 二 四 年 度 一 般 入 試 ︵ Ｂ 日 程 ︶ 国 語 ︵ 解 答 例 ︶ 

一

 [ 一]

① 頻 繁

② 隔 離

③ 浸 透

④ 喪 失

⑤ 緊 密

[ 二]

一 イ

二 ウ

三 エ

 四 

  Ｃ イ

  Ｄ エ

  Ｅ ア

Ｆ ウ

 五 エ

六 ウ

七 ア

八 現 場 で 直 接 体 験 し な か っ た に し て も 、 こ の 大 災 害 が 人 間 の ス ケ ー ル を 超 え た お そ る べ き 自 然

の 力 の 象 徴 と し て 、 当 時 の ヨ ー ロ ッ パ 文 化 人 た ち に 受 止 め ら れ た と 考 え ら れ る か ら 。

九 オ

二

 [ 一]

① 利 潤

② 陰 影

③ 愚 問

④ 隙 間

⑤ 道 端

[ 二]

一 ウ

二 エ

三 エ

四 オ

五 「 何 が 承 認 さ れ た の か 」 と い う 観 点 に つ い て は 考 察 し た が 、 そ れ は 「 承 認 欲 望 」 の 本 質 の 一

部 に す ぎ な い か ら 。

六 現 象 学 の 思 考 法

七 

 ｂ ウ

 ｃ イ

 ｄ エ

八 

二 〇 二 四 年 度 一 般 入 試 ︵ Ａ 日 程 ︶ 一 月 二 十 七 日 国 語 ︵ 解 答 例 ︶ 
一

 [ 一]

① 拍 手

② 推 奨

③ 仁 義

④ 繁 栄

⑤ 更 迭

[ 二] 

一 ウ

二 ウ

三 イ

 四 働 く 内 容 や ～ は 得 ら れ る

五 エ

六 イ

七 

Ｆ ア

Ｇ カ

八 人 間 は 消 費 す る た め に 働 い て い る が 、 長

時 間 働 く こ と に よ っ て 多 く の 消 費 が で

き て も 消 費 か ら 得 ら れ る 満 足 は そ れ ほ

ど 増 加 せ ず 、 そ れ よ り も 余 暇 時 間 を 増 や

し て 質 の 高 い 生 活 を 送 っ た 方 が よ い か

ら 。

二

 [ 一]

① 尊 大

② 荒 涼

③ 放 置

④ 喚 起

⑤ 迎 合

[ 二]

一 ウ

二 イ

三 エ

四 友 達 と の 関 係 へ の 配 慮 や 友 達 に 対 し て

自 ら 関 わ り を 作 り 出 す こ と を 少 し で も

怠 れ ば 、 友 情 は 簡 単 に 解 消 さ れ て し ま う

か ら 。

五 ウ

六 

Ｈ 友 愛

  Ｉ 友 情

  Ｋ 友 愛

七 ア

  八 市 民 は 奴 隷 を 所 有 す る こ と で 自 由 な 時 間 を

持 ち 、 思 っ た こ と を 発 言 で き た か ら 。

  九 エ

 三

  一
① ウ

② ア

③ イ

④ イ

二 オ

三 御 琴 （ ※ 琴 も 可 。 ）

四 ウ

五 趣 深 い と 思 っ て 聞 い て 座 っ て い る 。

六 イ

七 ウ

八 ア

九 オ

十 か う し

二 〇 二 四 年 度 一 般 入 試 ︵ Ｃ 日 程 ︶ 国 語 ︵ 解 答 例 ︶ 

一

 [ 一]

① 瞬 発

② 深 刻

③ 週 刊

④ 履 歴

⑤ 侵 入

[ 二]

一 何 ら か の 形 ～ を 得 な い 。

二 エ

三 イ

 四 エ

五 オ

六 エ

七 ウ

八 選 択 の 重 さ に 慄 い て し ま う

九 結 果 と し て 現 れ て く る 事 象 の す べ て が 私 の 選 択 と 行 動 の 責 任 で あ る 、 と い わ れ て い る

よ う な 気 が し て し ま う

二

  一
① ウ

② ア

③ ア

④ エ

⑤ ウ

二 ア

 三 オ

  四 オ

五 内 裏 の 番

六 イ

七 イ

八 ア

九 雨 が 降 っ て き た タ イ ミ ン グ を と ら え て み ご と な 歌 を 詠 み 、 大 納 言 を 引 き 止 め た い と い

う 心 を 読 ん だ 女 房 に 強 い 魅 力 を 感 じ た か ら 。

一 〇 オ

二 〇 二 四 年 度 一 般 入 試 ︵ Ａ 日 程 ︶ 一 月 二 十 八 日 国 語 ︵ 解 答 例 ︶ 

一

 [ 一]

① 有 終

② 鑑 賞

③ 沿 革

④ 抽 象

⑤ 連 携

[ 二] 

一 

 Ａ 移 動

 Ｂ 境 界

二 ウ

三 国 家 と と も に あ っ た

 四 国 民 国 家 と 市 民 社 会 は マ イ ノ リ テ ィ を 尊

重 し 、 容 認 し て き た が 、 そ の 土 台 と な る デ

モ ク ラ シ ー が 大 き く 変 化 し つ つ あ る

五 ア

六 エ

七 ウ

八 イ

二

 [ 一]

① 研 磨

② 宰 相

③ 尚 早

④ 和 睦

⑤ 踏 襲

[ 二]

一 エ

二 エ

三 イ

四 オ

五 ア

六 ウ

七 エ

八 贅 沢 を 求 め て 浪 費 し 、 楽 し み や 豊 か さ を

取 り 戻 す こ と で 限 界 の な い 消 費 に よ る 大

量 生 産 、 大 量 消 費 、 大 量 投 棄 に よ る 消 費 社

会 の 悪 循 環 に 亀 裂 を 入 れ る

 三

  一
① ア

② イ

③ ウ

④ エ

⑤ ア

二
ⅰ イ

ⅱ ア

ⅲ エ

三 な む

四 エ

五 ウ

六 ウ

七 ア

八 し ら ぎ く

九 と て も 心 ひ か れ る の で 、 ま す ま す 立 ち 去 る

こ と が で き ず

十 エ
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2024年度　一般入試　利用著作物出典表記

入試種別 問題番号 教科
著作権者/著作物/出典表記

A日程
1/28

1 英語

News for Kids
Positive Messages from Kids Make Hotline a Hit

Copyright 2022 by NewsForKids.net

A日程
1/27

一 国語
橘木 俊詔
新しい幸福論

A日程
1/27

 二 国語
戸谷 洋志
友情を哲学する

A日程
1/28

 一 国語
吉原 直樹
コミュニティと都市の未来─新しい共生の作法─

A日程
1/28

二 国語
國分 功一郎
目的への抵抗　シリーズ哲学講話

B日程
2/14

一 国語
星野 太
崇高のリミナリティ

B日程
2/14

二 国語
山竹 伸二
ひとはなぜ「認められたい」のか ―承認不安を生きる知恵

C日程
3/2

一 国語
中野 信子
脳の闇

A日程
1/27

３A 世界史
香室 結美
装いとコロニアリズム　「論点・ジェンダー史学」

A日程
1/28

3A 世界史
藤原 辰史
カブラの冬─第一次世界大戦期ドイツの飢饉と民衆

B日程
2/14

1-6 世界史
一般社団法人日本美術著作権協会
La persistencia de la memoria

B日程
2/14

3A 世界史
武田 千夏
フランス革命とジェンダー 「論点・ジェンダー史学」

C日程
3/2

― 小論文
井上智洋
　『言語生成ＡＩ』が雇用に与える衝撃　“人減らし”こそ人工知能の本質である」　『ＣｈａｔＧＰＴは神か悪魔か』
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